
 

テーマ 「終末期の在宅ケアに開業医がどう関わるか」 岡崎市医師会 志賀捷浩会長 

＜病院と開業医との病診連携について＞ 

感想文から 

・患者にとって一番大切なことは「家族の患者への思いやり」、そして医師に対しては、「聞きた

いことをはっきり聞く事が大切」という志賀先生の言葉はとても心強く思いました。 

・家で母を看護しています。“ガン”と言われ今 1 ヶ月過ぎました。不安で毎日を過ごしていまし

たが、今回病院とのつながり（病診連携）のお話を聞き、大変心強くこれからの道が見えてき

たようでうれしくなりました。 

・人口 10 万に１つの総合病院が普通だと聞き、33 万人の岡崎市に市民病院１つということは、

病院にとっても、患者にとっても無理があると思いました・・・。 
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◆報 告 

12 月 20 日 西尾市にある社会福祉法人きらら会「せんねん村」の見学に４名で行ってきました。 

1 月 ９日 ＦＭ岡崎に「ボランティア」のテーマで手縫の会 3 名が出演しました。 

◆ご 案 内     

例 会   

 2 月 15 日（金） 10 時～12 時 岡崎勤労福祉会館 「終末期の在宅ケア」  

 3 月 15 日（金） 10 時～12 時 カトリック岡崎教会（明大寺町） 「会員の交流会」 

手縫いの会（毎月第２火曜日）  

 2 月 12 日（火） 10 時～12 時 県立愛知病院看護相談室 

 3 月 12 日（火） 10 時～12 時 県立愛知病院看護相談室 

つ ど い（毎月第４水曜日）参加ご希望の方は 橋詰：0564-53-3100 小野：0564-24-8518 まで 

 1 月 23 日（水） 12 時半～15 時半 場所 橋詰宅 参加費 1,000 円 

 2 月 27 日（水） 12 時半～15 時半 場所 橋詰宅 参加費 1,000 円 

11 月の例会報告 

事務局：橋詰 0564-53-3100 小野 0564-24-8518   URL  http://www.sun-inet.or.jp/~nanba/ 
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テーマ 「あなたはホスピスを選びますか？」 

身近にあるホスピス：愛知国際病院・みなと医療生協協立総合病院 

これからできるホスピス：安城更生病院・南医療生協病院・国立豊橋病院（文書で参加） 

 

会員から 

・総合病院の中で緩和ケア病棟があると、ガン患者としては、最高にうれしいです。 

・ホスピスがセカンドオピニオンの役割もある事を知りました。本日の大きな収穫でした。 

病院参加者から 

・まだまだ一般的にはホスピス・緩和ケアについて正しく理解される人は少ないと思います。

このような機会を通してぜひ広く啓蒙をしていただきたいです。「私のカルテ」ファイルを

拝見して、このように自己表現がしっかりできる生き方の人が増えることを期待します。 

・私のカルテを作成されており、また皆様の前向きな生き方をされていると感じました。ホ

スピスを考える事は「生きることを考える事であると思います。私自身も、医療者のみで

医療をすすめる事は危険だと考えています。今後も共に学ばせていただきたいと思います。 

 

「ホスピスの利用の仕方」 

 １．症状コントロールのための最初の入院 

   温かなホスピスケアを体験し、その後の生活に安心感を得るための入院 

 ２．レスパイトケアの入院 

   身体的な症状がコントロールされていて在宅で過ごしているとき、患者と家族が疲れ

てくる。 

そんな時、短期的な入院で家族関係をリフレッシュすることを目的とする入院。 

 ３．お別れの最後の入院 

   最期の時を最後の瞬間まで支えつづけていくことを使命としている。 

 

お知らせ：安城更生病院緩和ケア病棟の内覧会に行きます。＜3 月 2 日（土）＞ 

参加ご希望の方は橋詰までご連絡ください。（電話・FAX・メールでも結構です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒い季節、病院を出て車を待つ方の肩口に、またお膝元にと手編みのひざ掛けがとても喜ば

れています。市民病院の車待ちのわずかな時間ですが、福祉の村の方たちの優しさは温かいぬ

くもりとなって多くの人を包んでくれています。いろいろな所で多くの方が、この手縫いの会

に関わって頂けていることを本当に嬉しく思っております。 

「手縫いの会」連絡先：服部０５６４－２３－１２６３：勝川０５６４－２５－６９６１     

11 月 13 日 ：雑巾 

：氷まくら袋 

60 枚 

20枚 

→ 愛知病院 

11 月 22 日 ：雑巾 50 枚        → 市民病院 

12 月 6 日 ：ひざ掛け 13 枚  → 市民病院 

12 月 11 日 ：腕つり 

：目隠しカーテン 

：雑巾 

4 枚 

2 枚 

50 枚 

→ 愛知病院 

 

12 月 11 日 ：雑巾 

：車椅子袋 

44 枚 

5 枚 

→ 市民病院 

H14・1 月 8 日 ：雑巾 67 枚 → 愛知病院 

 

手縫いの会報告 

以上お届け

しました。 

12 月の例会報告 


